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◇計画の構成◇ 

本市の総合計画は、基本構想、基本計画、実施計画により構成します。 

 

基本構想 － 本市のまちづくりを進めていくうえでの基本理念と将来目標及び施策の大綱を示し、

総合的な行政運営の指針とするものです。 

基本計画 － 基本構想を実現するため、まちづくりの基本的な施策を体系的に示す市政の基本的

な計画です。 

実施計画 － 基本計画に定めたまちづくりの基本的な施策を効果的に実施するための具体的な事

業施策を明らかにするとともに、財源の裏付けを伴う市政の具体的な計画です。 

 

◇市の概要◇ 

 

１．プロフィール 

 

●市制施行 

昭和 42 年１月１日 

 

●八千代市という名称 

昭和 29 年１月 15 日、大和田町と睦村が合併した際、公募により決定しました。 

 

●市 章 

昭和 34 年４月 10 日、公募により制定しました。 

 

●位 置 

千葉県北西部に位置し、都心から 31km、千葉市中心部から 13km、成田国際空港から 26km に

位置しています。 

 

●面 積 

51.39㎢（東西 8.1km、南北 10.2km） 

 

●地 勢 

標高５～30ｍのなだらかな台地が広がり、市域の中央を南北に貫くように新川（印旛放水路）

が流れています。 
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●気 象（平成 27年） 

・年平均気温 15.8℃ 

・年間降水量 1,371 ㎜ 

・年間を通して比較的温和です。 

 

●市の特産「梨」 

米本、村上地区を中心に、幸水、豊水、新高などの品種が栽培、出荷されています。 

平成 26 年に八千代の梨が栽培開始から 100 周年を迎えました。 

 

●市の木「ツツジ」 

昭和 46 年３月４日、公募により指定しました。 

 

●市の花「バラ」 

平成９年１月１日、投票により指定しました。 

 

●シンボルマーク 

平成９年１月１日、投票により制定しました。 

 

●八千代市イメージキャラクター「やっち」 

市制施行 45 周年を記念し、市民から公募した 712

作品の中から市民投票と選考委員会の選定を経て平

成 24年 11 月 22 日に決定しました。 

横顔は市章をモチーフとしており、体の色はシンボ

ルマークと同じ、自然豊かな八千代市をイメージさせ

るブルーグリーンです。 

 

●交 通 

・国道 

 国道 16号が南北に、国道 296 号（成田街道）が東西に通過しています。 

・鉄道 

 京成本線が南端を東西に、東葉高速線が中央部を東西に横断しています。 

 

●人口及び世帯数（平成 27 年９月末現在） 

・人口 194,963 人／男 96,498 人・女 98,465 人 

・世帯数 84,306 世帯 

 

  

シンボルマーク 市 章 

市の花「バラ」 市の木「ツツジ」 

八千代市のイメージキャラクター 

「やっち」 
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●姉妹都市 

・国際姉妹都市 

 アメリカ合衆国テキサス州タイラー市 

 

●友好都市 

・国際友好都市 

 タイ王国バンコク都 

 

 

２．産業 

 

●産業別就業者数（平成 22 年国勢調査） 

就業者数  85,944 人 

第１次産業  1,046 人 

第２次産業 16,585 人 

第３次産業 63,128 人 

分類不能   5,185 人 
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３．八千代市の主なあゆみ 
 

大正 15 年 京成電鉄成田線が開通して大和田駅が開業 

昭和 29 年 大和田町と睦村が合併して八千代町となる。印旛郡阿蘇村が合併 

31 年 京成八千代台駅開業 

32 年 日本初の住宅団地、八千代台団地完成 

37 年 八千代工業団地造成工事完了 

41 年 水資源開発公団大和田排水機場運転開始 

42 年 八千代市誕生（１月１日、市制施行） 

43 年 国道 16号開通。京成勝田台駅開業。勝田台団地入居開始 

45 年 国勢調査で県内トップの人口増加率。米本団地入居開始 

46 年 市の木、公募により「ツツジ」に決定 

47 年 市民いこいの家オープン。市立しろばら幼稚園開園。高津団地入居開始 

48 年 住民登録人口 10万人を超す。市民会館開館。若潮国体開催（相撲競技） 

49 年 第１次基本構想策定。少年自然の家オープン 

50 年 佐倉市西志津地区が編入。勤労青少年ホームオープン 

51 年 村上団地入居開始 

52 年 市制施行 10周年記念「八千代ふるさと音頭」発表。消費生活センターオープン 

53 年 夜間急病センターオープン 

55 年 はばたき職業センターオープン。市民体育館開館。八千代警察署開署 

56 年 村上橋開通。ブロンズ像「太陽」と「緑」設置。東葉高速鉄道株式会社設立 

58 年 市民プールオープン 

59 年 福祉センター、農業研修センターオープン。親子橋開通（新川大橋、なかよし橋）。

東葉高速線工事着工 

60 年 第２次基本構想策定。保健センターオープン 

61 年 ガキ大将の森オープン。平和祈念碑設置。同名「八千代」姉妹都市提携 

62 年 市制施行 20 周年を迎える。緑の都市宣言。平和都市宣言。花と緑の基金発足。勝

田台市民文化プラザオープン 

63 年 八千代国際大学（現、秀明大学）開学（市内初）。星襄一版画展示室オープン 

平成元年 八千代こども国際平和文化基金事業スタート。八千代市文化振興財団発足。八千代

台東南公共センターオープン 

３年 住民登録人口 15万人を超す。第１回八千代国際少年サッカー大会開催。公文書公

開条例施行 

４年 八千代商工会議所設立。市制施行 25 周年記念シンボルソング「いつまでも」発表。

米国タイラー市と姉妹都市提携。新川・桑納川が建設省の「ふるさとの川モデル

河川」の指定を受ける 
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平成５年 東京成徳大学開学。ゆらゆら橋開通。新川・桑納川が建設省の「ふるさとの川モ

デル事業」の認定を受ける。歴史民俗資料館、ふれあいプラザオープン。八千代

台駅に身体障害者用エスカレーター設置 

６年 ㈱ケーブルネットワークやちよ開局。郵政省の「テレトピア構想モデル都市」の

指定を受ける。育児支援センター「すてっぷ 21」、在宅介護支援センターオープン 

７年 米本児童学園とマザーズホームを統合し、児童発達支援センター「すくすくルー

ム」開設。消防緊急通信指令施設稼働。終戦 50周年記念平和事業開催。八千代産

の酒「八千代桜」誕生 

８年 東葉高速線開通（東葉高速線開通記念フェスティバル開催）。「新八千代ばやし」

発表。文化伝承館オープン。第 28回アジアウエイトリフティング選手権大会開催 

９年 市制施行 30周年記念「シンボルマーク」制定・市の花「バラ」指定・エコーハガ

キ「やちよの街シリーズ」作成。勝田台駅南北連絡地下通路開通。適応支援セン

ター「フレンド八千代」、ふるさとステーションオープン。「市長への手紙」制度、

インターネットホームページ開設 

10 年 公共施設循環バス「ぐるっと号」運行開始。市内３図書館パソコンネットワーク化。

市内全域のごみ５分別収集開始。消防署での平日夜間・休日の住民票交付開始。

第３次基本構想策定。市民憲章制定 

11 年 健康都市宣言。乳幼児健康支援一時預かり事業開始。「SOS ネットワーク」発足。

行財政改革大綱・推進計画策定。女性消防団誕生 

12 年 村上、米本、保品、神野、上高野、下高野、堀の内、下市場（一部）の地域を対象

に住居等の表示から「大字」を削除。勝田台栄町公園地下自転車駐車場供用開始。

歴史民俗資料館を博物館登録し、「郷土博物館」に名称変更。指定ごみ袋制度スタ

ート。公文書公開条例に代わり、情報公開条例運用開始。ファミリー・サポート・

センター活動開始 

13 年 八千代市子ども憲章制定。第６回少年少女洋上教室開催。新川千本桜植栽事業、桜

の里親募集開始 

14 年  西八千代北部特定土地区画整理事業
※
が事業認可。学校週５日制スタート。不法投

棄防止条例施行。市民活動サポートセンターオープン 

15 年 八都県市合同防災訓練が本市を会場に実施 

16 年 新川千本桜植栽事業完了。東京女子医科大学附属病院開設に向けて基本協定締結。

緑が丘プラザオープン 

17 年 2005 千葉きらめき総体開催（ウエイトリフティング・女子バスケットボール競技）。

国勢調査人口 18 万人を超す 

18 年 八千代こども国際平和文化基金事業が総務大臣表彰受賞。東京女子医科大学附属八

千代医療センター開院 

  

                            
※西八千代北部特定土地区画整理事業＝八千代緑が丘駅の北西部に位置する区域（約 140.5ha）で行っている土地区画整理事業

（施行主・独立行政法人都市再生機構（ＵＲ都市機構）） 
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平成19年 市制施行40周年を迎える。新消防庁舎完成、高機能消防司令センター運用開始。総

合生涯学習プラザオープン。パブリックコメント※手続実施要綱制定 

20 年 タイ王国バンコク都と友好都市提携。新川わくわくプレーパーク、障害者福祉セン

ターオープン。住民登録人口 19 万人を超す 

21 年 犯罪のないまちづくり推進条例施行。エコアクション 21 の認証取得。市民活動団

体支援金交付制度スタート。一般廃棄物最終処分場の恒久対策工事完了 

22 年 路上喫煙防止条例施行。市営霊園開園。多文化交流センターオープン。ゆめ半島千

葉国体開催（ウエイトリフティング・女子バスケットボール競技）。「やちよ元気

体操応援隊」など、市民の健康づくりのための活動が認められ、体力つくり優秀

組織として国民会議議長賞受賞。第４次基本構想策定 

23 年 第２次行財政改革大綱策定。市議会インターネット中継開始。はぐみの杜まちびら

き 

24 年 市制施行 45 周年を記念し、八千代市イメージキャラクター「やっち」誕生。ブッ

クスタート事業スタート 

25 年 市民会館、勝田台中央公園リニューアルオープン。農業交流センターオープン。学

校給食センター西八千代調理場稼働開始。八千代台東小学校及び八千代台東第二

小学校統合 

26 年 空き家等の適正管理に関する条例施行。黒沢池近隣公園オープン。総合グラウンド

オープン。煌めく青春 南関東総体 2014 開催（女子バスケットボール競技） 

27 年 農業交流センターとふるさとステーションを結ぶ歩道橋開通。中央図書館・市民ギ

ャラリーオープン。住民登録人口 19 万５千人を超す 

 

注）名称等は、原則として当時のものを記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                            
※パブリックコメント＝公的な機関が条例あるいは計画などを制定しようとするときに、広く公に（＝パブリック）に意見・情

報・改善案など（＝コメント）を求める手続きのこと 

第 22 回千葉県建築文化賞入賞の中央図書館・市民ギャラリー 












